
特別養護老人ホーム 小坂の郷
花の杜2階

多国籍就労におけるユニバーサルデザイン

～外国人介護士と共に目指す理想の介護～



●日本では人手不足が深刻化している。

・少子高齢化や人材のミスマッチにより、人手不足が深刻化している。

・2030年の労働人口の需要と供給の予想（図）



●その中でも医療福祉分野の人手不足が深刻化

・2017年に比べて在宅介護で24%、居住系サービスで34%

介護施設で22%増加すると見込まれ、今後ニーズは増加する

今後人材確保がより難しくなる



小坂の郷の取り組み

●以上のデータや予測より、新卒採用など日本人労働者の募集も行っていくが、

外国人労働者を雇用していかなければならない状況である。

外国人の若手の労働者の採用を始めた



受け入れに向けて行ったこと（施設として）

●登録支援機関とのやり取り

●住居（寮）、生活用品（家電、寝具、自転車）の用意

●文化・風習の確認、宗教環境の配備（お祈りスペースの確保）

●周辺の案内

●生活面での相談やフォロー

●感染対策時の住居の用意



受け入れに向けて行ったこと（ユニットとして）

●各書類のひらがな表記



受け入れに向けて行ったこと（ユニットとして）

●インドネシア語でのマニュアルの作成

⑦



受け入れに向けて行ったこと（ユニットとして）

●内服薬の薬包、ケースのひらがな表記



受け入れに向けて行ったこと（ユニットとして）

・介護用語の統一化

・内部研修、外部研修を行う

・話し方、伝え方の工夫をする

・電話対応や記録の書き方についての配慮

●話し方、伝え方の配慮

・外国人スタッフ向けの介護用語集の確認（図）



受け入れに向けて行ったこと（ユニットとして）

●簡易的な言語の勉強

●文化への理解



教育進捗 Aさん

・2022年7月 来日

・2023年6月 入職

・2023年9月～ 配属ユニットの早番・遅番は独り立ち

・2023年12月～ 協力ユニットの早番・遅番は独り立ち

・2024年1月～ 指導者付きで夜勤を開始

・2024年2月～ 夜勤独り立ち



教育進捗 Bさん

・2023年11月 来日後、入職

・2024年2月～ 配属ユニットのみ指導者見守りでの介助業務は可能

・2024年6月 配属ユニット・協力ユニットは独り立ち

・夜勤の開始を検討中



外国人労働者を雇う上での日本人労働者との違い

●言語の壁がある

●文化の違いがる

※以上2点から、教育コストが日本人労働者より多くかかる

また、言語の違いによりケアレスミスや事故が発生しやすい



今後の課題

言語、文化の違いにより、業務を覚えてこなすことで精一杯

理念やエビデンスといった介護の質の理解

資格取得



ご清聴ありがとうございました。
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